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第30号の予告

◆活動報告　ほか
 
次回11月24日
刊行予定

下
相
川
の

　
水
田
開
発

７
月
14
日
か
ら
８
月
12
日
の
間
、週
末

の
夜
限
定
イ
ベ
ン
ト
が
、「
国
史
跡 

佐
渡

奉
行
所
跡
」に
お
い
て
催
さ
れ
ま
し
た
。主

催
は
、町
民
遠
足
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
企

画
し
て
い
る「
す
き
だ
っ
ち
ゃ
相
川
会
」で

す
。（
町
民
遠
足
の
詳
細
は
本
紙
22
・
28
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

期
間
中
は
毎
週
末
に
、復
元
さ
れ
た
奉

行
所
の
建
物
が
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

奉
行
所
を
背
に
、市
内
の
４
団
体
が
日
替

わ
り
で
民
謡
を
披
露
し
ま
し
た
。披
露
さ

れ
た
の
は
、佐
渡
お
け
さ
を
は
じ
め
、相
川

音
頭
や
相
川
甚
句
、両
津
甚
句
な
ど
、佐

渡
を
代
表
す
る
民
謡
で
す
。

当
日
は
ガ
イ
ド
に
よ
る
佐
渡
奉
行
所
や

北
沢
浮
遊
選
鉱
場
の
解
説
も
あ
り
、観
光

客
を
中
心
に
延
べ
約
3
8
0
名
が
、幻
想

的
な
光
の
空
間
と
佐
渡
の
歴
史
・
文
化
を

堪
能
し
ま
し
た
。最
終
日
の
入
場
者
は

1
0
0
名
を
超
え
、立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

大
盛
況
で
し
た
。

相
川
音
頭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
歌
詞
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。私
た
ち
が
よ
く
耳
に

す
る
の
は
、「
源
平
軍
談
」に
あ
る
義
経
の
弓
流
し

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
部
で
、尚
武
の
気
風
を
高

め
る
た
め
に
、佐
渡
奉
行
が
作
詞
さ
せ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

相
川
音
頭
は
盆
踊
り
の
歌
謡
と
し
て
生
ま
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
中
期
以

降
、心
中
も
の
や
恋
愛
も
の
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

歌
詞
が
生
ま
れ
、相
川
な
ど
町
人
の
間
で
流
行
し

た
よ
う
で
す
。

寛
永
18
年（
1
6
4
1
）の『
異
本
佐
渡
風
土

記
』に
は
、「
今
年
大
広
間（
奉
行
所
内
）に
踊
り

が
あ
り
、町
々
よ
り
金
銀
の
飾
り
も
の
を
指
上
げ

芸
を
尽
く
し
た
」と
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、佐
渡
奉

行
に
披
露
す
る「
御
前
踊
り
」の
こ
と
で
、そ
こ
で

披
露
さ
れ
た
の
が
相
川
音
頭
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。奉
行
所
の
広
間
に
紫
幕
な
ど
を
張
り
、高
張

提
灯
を
立
て
て
、奉
行
が
見
物
す
る
習
わ
し
だ
っ

た
そ
う
で
す
。島
内
の
音
頭
取
り
は
、御
前
踊
り

に
参
加
す
る
こ
と
を
何
よ
り
の
誇
り
と
し
て
い
ま

し
た
。

黄金色に輝く稲と、澄み渡った青い空。
秋の佐渡は一段と美しくみえます。

「秋の佐渡」

空からみた現代の相川市街地

佐
渡
奉
行
所
と
相
川
音
頭

参
考
：
磯
部
欣
三「
佐
渡

歴
史
散
歩 

金
山
と
流
人

の
光
と
影
」、小
山
直
嗣

「
新
潟
県
の
民
謡
」

今号は
奉行所特集！！

　
慶
長
８
年
（
1
6
0
3
）
に
佐
渡
代
官
に

任
命
さ
れ
た
大
久
保
長
安
は
、
上
町
台
地
の

端
部
に
陣
屋
（
佐
渡
奉
行
所
）
を
築
き
、
陣

屋
を
中
心
に
鉱
山
町
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
陣
屋
を
築
く
の
に
必

要
な
土
地
を
確
保
す
る
た
め
、
旧
羽
田
村
の

「
半
田
」「
清
水
ヵ
窪
」（
今
の
相
川
広
間
町
の

辺
り
）
の
田
地
な
ど
を
、
山
師
か
ら
五
百
両

で
買
い
取
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
陣
屋
築
造
の
た
め
に
上
町
を
追
わ
れ
た
百

姓
ら
に
は
、
下
相
川
の
段
丘
上
に
あ
る
「
人

見
（
ひ
と
み
）」「
群
居
（
む
れ
い
）」
な
ど
、

約
８
ha
の
土
地
が
替
地
と
し
て
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
上
町
か
ら
下
相
川

に
移
っ
た
百
姓
ら
が
開
墾
し
た
辺
り
は
「
海

府
百
姓
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

下相川の段丘部下相川の段丘部

そ
の
１

佐渡奉行所跡
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　奉
行
所
の
歴
史

上
町
台
地
の
先
端
に
位
置
す
る
佐
渡
奉
行

所
跡
は
、
江
戸
時
代
の
始
め
に
佐
渡
代
官
・

大
久
保
長
安
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
島
の
行
政
を
担

い
、
鉱
山
を
一
手
に
管
理
す
る
中
心
的
な
役

所
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

建
物
は
、
度
重
な
る
火
災
に
よ
る
焼
失

や
、
奉
行
所
機
能
の
拡
充
・
縮
小
・
変
更
な

ど
に
よ
り
数
度
の
建
て
替
え
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
昭
和
17
年
の
火
災

に
よ
り
す
べ
て
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
奉
行
所
の
建
物

は
、
安
政
５
年
（
1
8
5
8
）
に
焼
失
し
、

翌
年
再
建
さ
れ
た
江
戸
時
代
最
後
の
奉
行
所

の
様
子
を
、
平
成
13
年
に
復
元
し
た
も
の
で

す
。
そ
し
て
現
在
は
、
国
史
跡
「
佐
渡
金
銀

山
遺
跡
」
の
一
部
と
し
て
保
護
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　奉
行
所
の
い
ま

現
在
の
奉
行
所
は
、
敷
地
内
に
入
る
と
江

戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
体

験
が
で
き
る
と
世
代
を
問
わ
ず
好
評
で
す
。

　
し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
既
に
15
年

以
上
が
経
ち
、
徐
々
に
施
設
の
劣
化
が
目
立

ち
始
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
は
江
戸

時
代
を
体
感
で
き
る
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　奉
行
所
の
こ
れ
か
ら

　
　│「
史
跡
佐
渡
奉
行
所
跡 

整
備
基
本
計
画
」の
策
定
│

佐
渡
市
で
は
、
今
年
３
月
末
、
奉
行
所
の
再
整
備
の
た
め
の
基
本

的
な
考
え
方
を
計
画
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。
国
の
文
化
財
と
し
て
の

価
値
を
確
実
に
未
来
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
来
館
者
が
快
適
に
、

そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
も
相
川
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。
計
画
書
は
、
来
年
度
に
印
刷
し
、
図
書
館
な
ど

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
準
備
中
で
す
。

今
後
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
順
次
、
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
の
整
備
に
は
、
精
密
な
調
査
と
十
分
な
検
討
、
慎
重
な
工
事

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
通
常
の
工
事
よ
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
使

い
や
す
く
、
親
し
み
の
あ
る
施
設
へ
と
着
実
に
近
づ
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
も
、
ぜ
ひ
、
佐
渡
奉
行
所
跡
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

今
年
３
月
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
、
佐
渡
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
、
建
築
の
専

門
家
（
建
築
士
な
ど
）
の
う
ち
、
歴
史
的
建
造
物

の
保
存
に
関
す
る
講
習
を
受
け
、
県
建
築
士
会
か

ら
認
定
を
受
け
た
人
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
佐
渡

に
は
10
名
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い
ま

す
。研

修
会
場
は
、「
日
光
の
社
寺
」
と
し
て
世
界
遺

産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
国
重
要
文
化
財
「
輪
王

寺
本
堂
」（
栃
木
県
日
光
市
）
の
修
復
現
場
と
、
国

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
「
桐
生
新
町
」

（
群
馬
県
桐
生
市
）
で
し
た
。
実
際
に
保
存
に
取

り
組
む
担
当
者
に
話
を
伺
い
、
現
地
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

輪
王
寺
で
は
、
伝
統
工
法
と
最
先
端
技
術
を
駆

使
し
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
緻
密
な
修
復
作
業
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
規
模
な
修
理
現
場
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
歴
史
を
守
る
そ
の
真
摯
な
姿

勢
か
ら
、
文
化
財
保
存
の
普
遍
的
な
考
え
方
を
学

び
ま
し
た
。

桐
生
新
町
で
は
、
建
築
士
や
職
人
、
行
政
が
協

同
で
町
並
み
や
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
取
り
組

む
「
桐
生
伝
建
修
習
の
会
」
の
活
動
を
伺
い
ま
し

た
。
会
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
、
異
な
る
立
場

の
人
々
が
互
い
に
理
解
し
、
協
力
し
て
文
化
財
保

存
に
取
り
組
む
秘
訣
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

佐渡奉行所のいまとこれから

復元された佐渡奉行所

天保13年(1842)の絵図にみる佐渡奉行所
（「佐渡一国海岸図」相川郷土博物館所蔵）

大正時代の佐渡奉行所（相川郷土博物館所蔵）

佐
渡
ヘ
リ
テ
ー
ジ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
修
理
を
ま
な
ぶ

巨
大
な
素
屋
根
に

覆
わ
れ
た
輪
王
寺
本
堂

素
屋
根
内
部
は

保
存
修
理
の
最
中

修
理
が
施
さ
れ
た

屋
根
の
部
材（
野
地
板
）

「
桐
生
伝
建
修
習
の
会
」

  

と
の
意
見
交
換

担
当
者
か
ら
直
接

説
明
を
受
け
る

修
理
事
例
の
見
学

（
修
理
の
考
え
方
を
聞
く
）

保
存
修
理
が
施
さ
れ
た

屋
根
の
部
材（
野
地
板
）

長期にわたる保存修理のため、本堂は7階
建ての「素屋根」に覆われている。

本堂を例に、保存修理の考え方や技術につ
いて解説していただいた。

素屋根内は大きな空間が広がり、修理中の
本堂を囲うように作業用足場が設けられて
いる。

材の交換は最小限にとどめる。古い材との
区別がつくよう、交換した材全てに修理年
を示す焼印が入れられる。

研修者それぞれが自分の意見や感想を述
べ、疑問に思ったことは積極的に質問。

古い材は可能な限り再利用。桐生も日光も
共通の考えで保存修理が行われていた。

日光

日光

日光

日光

桐生桐生
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い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
も
、
ぜ
ひ
、
佐
渡
奉
行
所
跡
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

今
年
３
月
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
、
佐
渡
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
、
建
築
の
専

門
家
（
建
築
士
な
ど
）
の
う
ち
、
歴
史
的
建
造
物

の
保
存
に
関
す
る
講
習
を
受
け
、
県
建
築
士
会
か

ら
認
定
を
受
け
た
人
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
佐
渡

に
は
10
名
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い
ま

す
。研

修
会
場
は
、「
日
光
の
社
寺
」
と
し
て
世
界
遺

産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
国
重
要
文
化
財
「
輪
王

寺
本
堂
」（
栃
木
県
日
光
市
）
の
修
復
現
場
と
、
国

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
「
桐
生
新
町
」

（
群
馬
県
桐
生
市
）
で
し
た
。
実
際
に
保
存
に
取

り
組
む
担
当
者
に
話
を
伺
い
、
現
地
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

輪
王
寺
で
は
、
伝
統
工
法
と
最
先
端
技
術
を
駆

使
し
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
緻
密
な
修
復
作
業
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
規
模
な
修
理
現
場
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
歴
史
を
守
る
そ
の
真
摯
な
姿

勢
か
ら
、
文
化
財
保
存
の
普
遍
的
な
考
え
方
を
学

び
ま
し
た
。

桐
生
新
町
で
は
、
建
築
士
や
職
人
、
行
政
が
協

同
で
町
並
み
や
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
取
り
組

む
「
桐
生
伝
建
修
習
の
会
」
の
活
動
を
伺
い
ま
し

た
。
会
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
、
異
な
る
立
場

の
人
々
が
互
い
に
理
解
し
、
協
力
し
て
文
化
財
保

存
に
取
り
組
む
秘
訣
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

佐渡奉行所のいまとこれから

復元された佐渡奉行所

天保13年(1842)の絵図にみる佐渡奉行所
（「佐渡一国海岸図」相川郷土博物館所蔵）

大正時代の佐渡奉行所（相川郷土博物館所蔵）

佐
渡
ヘ
リ
テ
ー
ジ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
修
理
を
ま
な
ぶ

巨
大
な
素
屋
根
に

覆
わ
れ
た
輪
王
寺
本
堂

素
屋
根
内
部
は

保
存
修
理
の
最
中

修
理
が
施
さ
れ
た

屋
根
の
部
材（
野
地
板
）

「
桐
生
伝
建
修
習
の
会
」

  

と
の
意
見
交
換

担
当
者
か
ら
直
接

説
明
を
受
け
る

修
理
事
例
の
見
学

（
修
理
の
考
え
方
を
聞
く
）

保
存
修
理
が
施
さ
れ
た

屋
根
の
部
材（
野
地
板
）

長期にわたる保存修理のため、本堂は7階
建ての「素屋根」に覆われている。

本堂を例に、保存修理の考え方や技術につ
いて解説していただいた。

素屋根内は大きな空間が広がり、修理中の
本堂を囲うように作業用足場が設けられて
いる。

材の交換は最小限にとどめる。古い材との
区別がつくよう、交換した材全てに修理年
を示す焼印が入れられる。

研修者それぞれが自分の意見や感想を述
べ、疑問に思ったことは積極的に質問。

古い材は可能な限り再利用。桐生も日光も
共通の考えで保存修理が行われていた。

日光

日光

日光

日光

桐生桐生
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第30号の予告

◆活動報告　ほか
 
次回11月24日
刊行予定

下
相
川
の

　
水
田
開
発

７
月
14
日
か
ら
８
月
12
日
の
間
、週
末

の
夜
限
定
イ
ベ
ン
ト
が
、「
国
史
跡 

佐
渡

奉
行
所
跡
」に
お
い
て
催
さ
れ
ま
し
た
。主

催
は
、町
民
遠
足
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
企

画
し
て
い
る「
す
き
だ
っ
ち
ゃ
相
川
会
」で

す
。（
町
民
遠
足
の
詳
細
は
本
紙
22
・
28
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

期
間
中
は
毎
週
末
に
、復
元
さ
れ
た
奉

行
所
の
建
物
が
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

奉
行
所
を
背
に
、市
内
の
４
団
体
が
日
替

わ
り
で
民
謡
を
披
露
し
ま
し
た
。披
露
さ

れ
た
の
は
、佐
渡
お
け
さ
を
は
じ
め
、相
川

音
頭
や
相
川
甚
句
、両
津
甚
句
な
ど
、佐

渡
を
代
表
す
る
民
謡
で
す
。

当
日
は
ガ
イ
ド
に
よ
る
佐
渡
奉
行
所
や

北
沢
浮
遊
選
鉱
場
の
解
説
も
あ
り
、観
光

客
を
中
心
に
延
べ
約
3
8
0
名
が
、幻
想

的
な
光
の
空
間
と
佐
渡
の
歴
史
・
文
化
を

堪
能
し
ま
し
た
。最
終
日
の
入
場
者
は

1
0
0
名
を
超
え
、立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

大
盛
況
で
し
た
。

相
川
音
頭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
歌
詞
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。私
た
ち
が
よ
く
耳
に

す
る
の
は
、「
源
平
軍
談
」に
あ
る
義
経
の
弓
流
し

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
部
で
、尚
武
の
気
風
を
高

め
る
た
め
に
、佐
渡
奉
行
が
作
詞
さ
せ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

相
川
音
頭
は
盆
踊
り
の
歌
謡
と
し
て
生
ま
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
中
期
以

降
、心
中
も
の
や
恋
愛
も
の
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

歌
詞
が
生
ま
れ
、相
川
な
ど
町
人
の
間
で
流
行
し

た
よ
う
で
す
。

寛
永
18
年（
1
6
4
1
）の『
異
本
佐
渡
風
土

記
』に
は
、「
今
年
大
広
間（
奉
行
所
内
）に
踊
り

が
あ
り
、町
々
よ
り
金
銀
の
飾
り
も
の
を
指
上
げ

芸
を
尽
く
し
た
」と
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、佐
渡
奉

行
に
披
露
す
る「
御
前
踊
り
」の
こ
と
で
、そ
こ
で

披
露
さ
れ
た
の
が
相
川
音
頭
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。奉
行
所
の
広
間
に
紫
幕
な
ど
を
張
り
、高
張

提
灯
を
立
て
て
、奉
行
が
見
物
す
る
習
わ
し
だ
っ

た
そ
う
で
す
。島
内
の
音
頭
取
り
は
、御
前
踊
り

に
参
加
す
る
こ
と
を
何
よ
り
の
誇
り
と
し
て
い
ま

し
た
。

黄金色に輝く稲と、澄み渡った青い空。
秋の佐渡は一段と美しくみえます。

「秋の佐渡」

空からみた現代の相川市街地

佐
渡
奉
行
所
と
相
川
音
頭

参
考
：
磯
部
欣
三「
佐
渡

歴
史
散
歩 

金
山
と
流
人

の
光
と
影
」、小
山
直
嗣

「
新
潟
県
の
民
謡
」

今号は
奉行所特集！！

　
慶
長
８
年
（
1
6
0
3
）
に
佐
渡
代
官
に

任
命
さ
れ
た
大
久
保
長
安
は
、
上
町
台
地
の

端
部
に
陣
屋
（
佐
渡
奉
行
所
）
を
築
き
、
陣

屋
を
中
心
に
鉱
山
町
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
陣
屋
を
築
く
の
に
必

要
な
土
地
を
確
保
す
る
た
め
、
旧
羽
田
村
の

「
半
田
」「
清
水
ヵ
窪
」（
今
の
相
川
広
間
町
の

辺
り
）
の
田
地
な
ど
を
、
山
師
か
ら
五
百
両

で
買
い
取
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
陣
屋
築
造
の
た
め
に
上
町
を
追
わ
れ
た
百

姓
ら
に
は
、
下
相
川
の
段
丘
上
に
あ
る
「
人

見
（
ひ
と
み
）」「
群
居
（
む
れ
い
）」
な
ど
、

約
８
ha
の
土
地
が
替
地
と
し
て
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
上
町
か
ら
下
相
川

に
移
っ
た
百
姓
ら
が
開
墾
し
た
辺
り
は
「
海

府
百
姓
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

下相川の段丘部下相川の段丘部

そ
の
１

佐渡奉行所跡


